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Abstract 
The aim of this study was to develop a SHINSHU version of the Social Emotional Learning Program using forest therapy 
techniques. Subjects were 118 (Men: N=58, Women: N=60, age range 3-42).  Physiological and psychological tests for 
CVR-R, blood pressure, heart rate, depressive tendency, fatigue and anxiety were administered before and after forest 
therapy.  These tests as well as a psychological test for self-esteem were also administered before and after the SHINSHU 
version of the Social Emotional Learning Program.  
The results show that (a) the average for CVR-R after forest therapy was higher than before, and anxiety after forest 
therapy was lower than before. (b)Average scores for self-esteem after experiencing the SHINSHU version of Social 
Emotional Learning program was higher than before. These results suggested that the SHINSHU version of the Social 
Emotional Learning program has a positive effect on stress management. 
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１. 目的
本研究は、ソーシャル・エモーショナル・ラーニング（Social Emotional Learning:以下 SEL と表記）
としての森林セラピーの展開可能性について検討することを目的としている。 
SEL の学習内容は、①ライフスキルと社会的能力、②健康増進と問題防止のスキル、③人生移行、
および危機のための対処スキルと社会的支援、④積極的・貢献的な奉仕活動（Elias, Weissberg, Greenberg, 










そこで本研究においては、次の 3 点について検討し、その成果について報告することとした。 
1
a)信州版 SEL プログラム(森林セラピー部分)の対象年齢と実施時期を拡張した効果測定,b)信州版





調査対象者：[春季]高校 1 年生 35 名（男子 21 名、女子 14 名：平均年齢 15.14 歳,SD=0.35）。[夏季]
幼児 4 名（男児 2 名・女児 2 名：平均年齢 3.75 歳,SD=1.83）・児童 4 名（男児 2 名・女児 2 名：
平均年齢 6.50 歳,SD=0.58）とその保護者 4 名（父親 2 名・母親 2 名：平均年齢 42.00 歳,SD=1.22）、
大学生 8 名（男子 5 名・女子 3 名：平均年齢 19.50 歳,SD=0.53）。[秋季および冬季]高等専修学校
生 2）63 名（男子 26 名・女子 37 名：平均年齢 15.83 歳,SD=1.55）。 
調査時期： [春季]平成 26 年 4 月 17 日（天候：曇り/濃霧）、[夏季]平成 26 年 8 月 2 日（天候；晴れ）、






った。1 グループのサイズは 6 名前後とし、参加メンバー4～5 名・メディカルトレーナー資格（信





を行った。継時的瞬時心拍数は 4 秒ごとに心拍数を測定（日本精密測器社製 HR-70）するもので、
参加者ごとに平均心拍数±1SD の範囲を超えた測定値を測定エラー値として分析対象から除外し





各 8 項目の計 40 項目を使用した。回答方法は「あてはまる」から「あてはまらない」までの 4
件法であった。POMS は「緊張-不安」5 項目、「抑うつ-落ち込み」、「怒り-敵意」、「活気」、「疲労」、















３. 結果  
分析はすべて SPSS 統計パッケージ vel.22.0 を用いた。分析の結果については、a)信州版 SEL プロ
グラム(森林セラピー部分)の対象年齢と実施時期を拡張した効果測定、b)信州版 SEL プログラム（森
林セラピー+セカンド・ステップ）体験前後の比較、c)信州版 SEL プログラムの今後の展開に向けた
質的検討、の順に記載した。具体的には以下の 3.1,3.2,3.3 に示す通りである。 
 
３.１ a)信州版 SEL プログラム(森林セラピーのみ)の対象年齢と実施時期を拡張した効果測定 
３.１.１ 高校生データ（春季） 








  収縮期血圧、拡張期血圧、唾液アミラーゼ、CVR-R について森林セラピー体験前後の有意差は
みられなかったが、心拍数において森林セラピー体験後の有意な減少が認められた [体験前

















  幼児・児童は保護者と別グループで森林セラピーを体験した。 
体験前後に簡単なインタビューを行い、感想をまとめた。 
回答は以下の通りであった(複数回答可)。 



























































  森林セラピー体験前後の気分変化（POMS）について検討したところ（対応のある t検定）、「緊
張-不安」[体験前 M(SD)=5.29（4.78）,体験後 M（SD）=2.00(2.34),t(27)=3.98,p<.001]、「抑うつ-落
ち込み」[体験前 M(SD)=4.32（4.51）,体験後 M（SD）=1.82 (2.89),t(27)=3.65,p<.01]、「怒り-敵意」
[体験前 M(SD)=3.86（5.15）,体験後 M（SD）=1.11 (2.88),t(27)=3.88,p<.01]、「疲労」[体験前 M(SD)=7.79





３.２ b)信州版 SEL プログラム(森林セラピー+セカンド・ステップ)体験前後の比較 
３.２.１ 自尊感情得点比較 
信州版 SEL プログラム体験前後の自尊感情の変化について検討することを目的として、平成 26
年度から信州版 SEL プログラム(森林セラピー2 回+年間 18 回のセカンド・ステップ)を体験してい
る高等専修学校生 12 名（男子 4 名,女子 8 名）を対象とし、自尊感情得点について対応のある t 検
定を行った。 
分析の結果、信州版 SEL プログラムを受ける前の自尊感情よりも受けた後の自尊感情が有意に高




信州版 SEL プログラム体験前後の気分の変化について検討することを目的として、平成 26 年度
から信州版 SEL プログラム(森林セラピー2 回+年間 18 回のセカンド・ステップ)を体験している高
等専修学校生 12 名（男子 4 名,女子 8 名）を対象とし、気分調査項目 5 因子について対応のある t
検定を行った。分析の結果、どの因子においても有意な差は認められなかった（Table8 参照）。 
体験前後 M SD t
体験前 5.29 4.78 3.98 ***
体験後 2.00 2.34
体験前 4.32 4.51 3.65 **
体験後 1.82 2.89
体験前 3.86 5.15 3.88 **
体験後 1.11 2.28
体験前 5.46 4.83 -0.10 n.s .
体験後 5.54 3.96
体験前 7.79 5.68 2.73 **
体験後 4.89 4.95



















３.３ c)信州版 SEL プログラムの今後の展開に向けた検討 
 ３.３.１ 信州版 SEL プログラム実践者からの提言（高等専修学校） 
  信州版 SEL プログラムを実践している高等専修学校の教員からの提言は以下の通りであった。 
     効果：このプログラムを体験することにより、自分の気持ちを少しずつ具体的に話せる生徒 
が増えてきているように感じる。 
   課題：森林セラピーを年に 1 回体験するだけだと、その後の日常生活にどのような変化が生じ 
ているのか目に見えてわかりにくい部分もある。 
 
 ３.３.２ 信州版 SEL プログラムの展開に向けた県外学生からの提言 
 
   今回、夏季プログラムに参加した県外大学生 8 名の意見を質問別にまとめた（Table9 参照）。 
    
質問内容は次の 3 点であった。 
①信州版 SEL プログラムを活用しやすくするために考慮すべき点について 
②信州版 SEL プログラムに期待すること 
③その他・感想 
 
体験前後 M SD t
体験前 16.25 4.69 n.s .
体験後 15.58 4.87
体験前 21.33 6.80 n.s .
体験後 20.42 6.42
体験前 19.25 6.08 n.s .
体験後 17.50 5.62
体験前 16.82 7.36 n.s .
体験後 15.64 5.45

















本研究は、ソーシャル・エモーショナル・ラーニング（Social Emotional Learning:以下 SEL と表記）
としての森林セラピーの展開可能性について検討することを目的とし、次の 3 点について検討した。 
a)信州版 SEL プログラム(森林セラピー部分)の対象年齢と実施時期を拡張した効果測定,b)信州版
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